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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
達
委
員
一
同
も
、
昨
年
２
月
の
就
任
後
皆
様
方
の
心
暖
ま
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
新
し
い
年
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
衷
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
課
題
が
山
積
し
、
ま
す
ま
す

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
米
価
の
下
落
は
農
業
経
営
を

圧
迫
し
、
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
品
目
横
断
対
策
に
つ
い
て
も
改

善
を
求
め
る
声
も
高
ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
小
規
模
農
家
も
含
め
た
担
い

手
を
支
え
る
地
域
社
会
の
活
性
化
と
基
盤
の
強
化
、
農
業
構
造
改

革
の
制
度
・
運
用
の
見
直
し
と
十
分
な
予
算
の
確
保
な
ど
一
層
の

取
り
組
み
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
な
か
、
昨
年
11
月
に
は
県
内
農
業
委
員
会
会
長
と
共

に
茨
城
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
独
自
要
請
を
行
い
、
そ
の
後
、
茨

城
農
業
会
議
、
茨
城
町
、
鹿
行
地
区
の
会
長
と
共
に
額
賀
財
務
大

臣
へ
の
代
表
要
請
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
潮
来
市
・
潮
来
市
議
会
に
対
し
て
は
、
要
望
書
を
提
出
し
、

行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
積
極
的
な
農
政
活
動
を
展

開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
農
業
・
農
村
は
大
き
な
構
造
的
変
革
の
局
面
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
農
業
者
が
い
か
に
自
信
と
誇
り
を
呼
び
戻
す
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
我
々
農
業
委
員
一
同
農
業
再
生

に
向
け
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応
え
す

べ
く
一
層
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
を
迎
え

　
　

潮
来
市
農
業
委
員
会
会
長

 

額
賀  

藤
重
郎

　

氏　

名　
　
　

担
当
地
区

大
津　

賢
美
（
水
原
３
区
、
釜
谷
、
築
地
）

橋
本　

秀
男
（
清
水
）

郡
司　

勝
美
（
大
賀
、
大
生
）

小
沼　

徂
伸
（
水
原
１
・
２
区
）

辻　
　

慶
壽
（
芝
宿
・
横
須
賀
・
台
上
戸
）

橋
本
き
く
い
（
日
の
出
）

吉
川　

光
一
（
須
賀
、
曲
松
、
小
泉
）

鴇
田　
　

学
（
潮
来
、
あ
や
め
）

笹
本　

孝
之
（
宮
前
）

榊
原　

昭
男
（
新
宮
、
古
高
、
貝
塚
）

秋
永　

三
男
（
大
洲
、
辻
、
江
寺
）

草
野
登
美
雄
（
下
田
）

小
田
倉
善
治
（
延
方
東
・
西
区
）

山
口　

幸
男
（
牛
堀
）

森
内　

和
夫
（
堀
之
内
、
茂
木
）

久
保
庭
武
彦
（
洲
崎
、
前
川
）

宮
内　
　

章
（
宿
、
古
宿
、
赤
須
）

薄
井　

榮
治
（
永
山
）

兼
原　

昭
一
（
十
番
、
十
四
番
）

額
賀
藤
重
郎
（
徳
島
、福
島
、米
島
）

潮
来
市
農
業
委
員
会

謹
賀
新
年

今
年
も
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
市
行
政
と
り
わ
け
農
業
に
対
し
て
、
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
昨
年
の
市
長
選
挙
で
、
い
く
つ
か
の
公
約
を
掲
げ

て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
公
約
の
全
て
の
基
本
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
、「
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り｣

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
市
民
の
皆
様
方
の
ニ
ー
ズ
で
あ
り
、
こ
の
公
約
の
実
現

こ
そ
が
福
祉
の
向
上
や
市
の
振
興
・
発
展
に
繋
が
る
と
考
え
た
か

ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、付
加
価
値
の
高
い
、元
気
な
農
家
・

農
業
を
育
成
し
て
行
く
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
基
幹
産
業
は
、
農
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
持
続
・

発
展
さ
せ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
か
ら
農
業
の
政
策
が
、
大
き
く
変
わ

り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
農
業
は
、
消
費
者
重
視
・
市
場
重
視
の

考
え
方
に
立
っ
た
需
要
に
即
応
し
た
、
そ
し
て
、
安
定
的
な
農
業

経
営
の
取
り
組
み
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
水
と
み
ど
り
あ
ふ

れ
る
美
し
い
景
観
を
も
つ
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
、
認
定
農
業
者

及
び
後
継
者
の
育
成
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
特
産
品
開
発
に

積
極
的
取
り
組
ん
で
行
く
た
め
、
農
業
委
員
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、

農
家
の
皆
様
方
と
手
を
携
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
な
が
ら
、

皆
様
方
が
ご
家
族
と
も
ど
も
ご
健
勝
で
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　

潮
来
市
長  

田  

千
春
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市内で頑張る認定農業者は、４７経営体です。市内で頑張る認定農業者は、４７経営体です。
　認定農業者制度とは，担い手の育成，確保，魅力ある産業への転換を図る上で根幹となるも
ので，効率的，かつ安定的な農業の確立を目指そうとする農業者の経営改善計画の認定とその
計画の達成に向け，関係機関が一体となって支援していこうという制度です。
　認定の対象としては，農業で頑張ろうというやる気のある方で要件が合えば認定され，一部
の先進的農家だけが認定される制度ではありません。お気軽にご相談下さい。

氏　名 住所 営 農 類 型 氏　名 住所 営 農 類 型

高橋　慶治 辻 施設野菜＋果樹＋水稲 越川　新一 永山 施設花き

小堀　正次 大賀 水稲＋工芸作物＋露地野菜 吉川　裕之 上戸 水稲＋作業受託

山野　悦嗣 洲崎 水稲＋施設野菜＋作業受託 堀井　　満 堀之内 しいたけ＋水稲

茂木　安行 茂木 水稲＋工芸作物 小田倉善治 延方東 施設野菜＋水稲

大崎　　候 清水 水稲＋露地野菜＋作業受託 岡野　幹夫 島須 水稲＋作業受託

高品　勝一 潮来 水稲＋作業受託 塩入　東英 清水 施設・露地花き

兼平　次雄 辻 水稲＋作業受託 鴇田美喜男 上戸 施設・露地花き

飯田　和男 潮来 水稲＋施設野菜＋作業受託 布施　恒彦 永山 水稲＋作業受託

前島　喜芳 島須 施設・露地野菜＋水稲 遠峰　政幸 大生 酪農

森内　泰男 堀之内 水稲＋作業受託＋施設野菜 小峰　　廣 上戸 水稲＋作業受託

鬼沢　勝一 堀之内 水稲＋作業受託 鬼沢　　茂 島須 水稲＋作業受託

井関　禎夫 永山 施設野菜＋水稲 谷田　久一 延方東 施設・露地野菜＋水稲

橋本　賢司 潮来 水稲＋作業受託 松金　秀文 新宮 施設野菜＋水稲＋作業受託

宮本　孝一 新宮 しいたけ＋水稲 吉川　光一 小泉 水稲＋作業受託

兼原　昭一 潮来 水稲＋施設・露地野菜 前島　義栄 島須 水稲＋作業受託＋施設野菜

高柳　好男 島須 露地野菜＋水稲 大島　一利 水原 施設野菜＋水稲

小峰　善司 徳島 水稲＋作業受託＋施設野菜 小沼　徂伸 水原 水稲＋施設野菜

内野　幸夫 上戸 水稲＋作業受託 箕輪　昌夫 大賀 施設野菜＋水稲

粉名内　猛 米島 水稲 根本　正則 水原 施設野菜＋水稲

山本　一心 前川 露地・施設野菜＋水稲 浅野　国彦 小泉 施設野菜＋水稲

辻　　慶壽 上戸 水稲＋作業受託 宍倉　　実 潮来 水稲＋肥育牛

椎木　利和 堀之内 しいたけ 薄井　征記 永山 水稲＋作業受託

森内　和夫 堀之内 水稲＋作業受託＋しめ縄 橋本　勇作 清水 酪農＋水稲

宮本　勝美 福島 水稲＋作業受託

認定農業者との
合同研修会開催される

　昨年１１月、農業者の公的代表機関としての

農業委員会は市内の農地を守る認定農業者と

ともに合同研修会を開催し、直面している課

題解決に向けた行政の取り組みや支援措置等

について研修を受けるとともに意見交換会を

行いました。

◆ 認 定 農 業 者 名 簿 ◆
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私
た
ち
農
業
委
員
会
は
11
月
１
日
、
２

日
に
わ
た
り
日
本
一
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

新
潟
県
南
魚
沼
市
を
訪
ね
、
農
業
委
員
会

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
て
参

り
ま
し
た
。
委
員
数
45
名
、
農
地
・
農
政
・

広
報
特
別
委
員
会
の
３
つ
で
組
織
さ
れ
積

極
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
経
営
内
容

は
、
や
は
り
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
と
し
た

稲
作
が
主
流
で
、
他
に
は
西
瓜
や
椎
茸
な

ど
の
き
の
こ
類
も
盛
ん
で
有
名
な
会
社
も

有
り
ま
す
。
豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
清

ら
か
な
雪
解
け
水
と
、
昼
と
夜
の
寒
暖
差

が
大
き
い
た
め
米
粒
が
重
く
、
蛋
白
質
や

ア
ミ
ロ
ー
ス
が
低
く
美
味
し
い
米
が
出
来

ま
す
。
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
首
都
圏
化

し
て
農
家
の
民
宿
な
ど
も
多
く
、
お
客
さ

ん
か
ら
の
美
味
し
い
と
い
う
評
判
か
ら
有

名
に
な
り
高
値
で
取
引
さ
れ
消
費
量
が
伸

び
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
30
年
も
生
産

調
整
を
し
て
き
た
も
の
の
、
米
余
り
現
象

は
今
で
も
続
き
更
に
今
年
の
米
価
は
下
落

し
て
い
る
う
え
、
国
民
一
人
あ
た
り
の
年

間
米
消
費
量
は
減
る
一
方
で
、
米
生
産
農

家
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。
農
業
は
自
然
を
相
手
に
作
物

を
育
て
る
大
事
な
産
業
で
す
。
輸
送
機
関

の
発
達
と
と
も
に
輸
入
物
も
多
方
面
か
ら

数
多
く
入
っ
て
き
ま
す
が
、
農
業
の
原
点

は
適
地
適
作
で
あ
り
、
安
心
安
全
を
モ
ッ

ト
ー
に
私
達
も
よ
り
一
層
生
産
能
力
の
向

上
に
努
め
自
給
率
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
研
修
で
国
内
の
土
地
利

用
型
農
業
は
、
根
本
的
改
革
を
迫
ら
れ
て

い
る
様
に
感
じ
ま
し
た
。

米
処　

新
潟
県
南
魚
沼
市
を
訪
ね
て

広
報
委
員　

吉 

川　

光 

一

　

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
全
体
研

修
会
が
11
月
26
日
か
ん
ぽ
の
宿
潮
来
に
お

い
て
行
方
市
と
潮
来
市
の
農
業
委
員
50
人

が
一
堂
に
会
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
今
年
で
３
期
目
を
迎
え
た
農
業

委
員
に
対
し
こ
れ
ま
で
の
永
年
と
功
労
を

称
え
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
市
か

ら
１
人
、
行
方
市
か
ら
は
10
人
が
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
の
上
部
組
織
で
あ
る
全
国
農
業
会
議
所

よ
り
東
郷
恵
太
氏
を
お
迎
え
し
「
農
政
の

動
向
と
農
業
委
員
会
の
役
割
」
と
題
し
て

講
演
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
の
農
業
を
取

り
巻
く
情
勢
と
い
う
こ
と
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業

交
渉
を
含
む
国
際
的
な
経
済
状
況
か
ら
国

内
の
担
い
手
・
農
地
の
集
積
・
遊
休
農
地

の
問
題
さ
ら
に
地
方
分
権
か
ら
三
位
一
体

改
革
と
幅
広
い
分
野
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
農
地
政
策
の
見
直
し
へ

と
至
っ
た
わ
け
で
す
が
そ
の
中
で
も
特
に

①
品
目
横
断
的
な
政
策
へ
の
転
換
②
担
い

手
・
農
地
制
度
の
改
革
③
農
業
・
環
境
資

源
の
保
全
対
策
へ
着
手
し
た
背
景
・
ポ
イ

ン
ト
を
伺
う
こ
と
が
出
来
、
意
義
の
あ
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
と
し
て
の
性
格
と

本
来
の
役
割
に
つ
い
て
の
中
で
は
、
や
は

り
優
良
農
地
の
確
保
、
担
い
手
の
育
成
な

ど
ど
こ
で
も
抱
え
る
大
き
な
問
題
へ
の
対

応
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
地
域
農
業
の
発

展
を
基
本
に
今
後
と
も
労
を
惜
し
ま
ず
活

動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

行
方
地
域
協
議
会
研
修
会
を
と
お
し
て

会
長
職
務
代
理　

宮 

内　
　

章
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土地の地目変更登記はお済みですか？

　農地転用の許可を受けて、目的どおり利用

しているのに、地目の変更がされないで、登

記簿上の地目が農地のままになっている土地

があります。

　農業委員会で転用許可の手続きをすれば、

自動的に地目が変更されると思われる方もい

るようですが、法務局（鹿嶋市）で地目変更

登記の手続きをしないと登記簿上の地目は農

地のままで変わりません。

　まだお済みでない方はお早めに手続きをして

ください。なお、手続きには農地転用の許可を

受けた際の許可証の添付が必要となります。

法務局 鹿嶋支局  ☎ 83-6000

農業委員選挙人名簿搭載申請書の
提出期限は１月１０日（木）です

　申請書は１２月下旬に班長さんを通じて配布
していただき、後日回収していただきます。
　農業委員の選挙人名簿は、一般の選挙人名簿
と違い、毎年本人の申請に基づいて１月１日を
基準に作成することになっており、申請がなけ
れば名簿に登載されません。

■搭載要件
　・市内に住所を有する方
　・２０歳以上の方（昭和６３年４月１日以前に生まれた方）
　・１０㌃以上の農地で耕作の業務を営む方、及びそ
　　の同居の親族、配偶者で、過去１年間に概ね６０
　　日以上農業に従事していると認められる方
＊資格を有する方で、申請書が届いていない方は、　
　お手数でも農業委員会事務局までお問合せください。

申請もれのないように、ご確認願います

（財）茨城県農林振興公社がお手伝いします。

　公社では、農業経営の規模を縮小したり、や
めたいとお考えの農家から農地を買い入れ、規
模拡大をご希望の農家に売り渡しを行う『農地
保有合理化事業』を推進しています。

「潮来産ブランド米」正式名称
まもなく決定！

　今年４年目を迎えた潮来産ブランド米（コシ
ヒカリ）は、多くの皆さんに高い評価を頂き生
産量も増加をたどっています。今回一般米と区
別するため新たな名称を
つけるべく市内の小学生
（４～６年生）から名称募
集を行ったところ３２２点
の応募がありました。た
だ今商標登録出願中で６
月頃には決定する予定で
す。お楽しみに！小学生
の皆さんご応募ありがと
うございました。

あなたの農地は大丈夫？

　年を追うごとに高齢化や労働力不足が進み、

農地の不耕作地（耕作放棄地）が急増してい

ます。農地の荒廃が進むと害虫や防犯防災の

面からも周辺へ悪影響を及ぼします。これら

の防止や解消のため農業経営意欲のある方へ

農地をあっせんし、お互いの条件が合えば手

続きとなります。経営にお困りの方はご相談

下さい。

農地の貸し借りは利用権設定を！
　利用権設定とは、農地の貸し手と借り手が期
間を決めて貸し借りを行うもので期限がくれば
自動的に貸し手の元へ戻ってくる制度です。

農地の売買をお考えの方…

ご存知ですか「農地合理化事業」

１．公益団体である公社が間に立つので、安心し
て売買をお任せいただけます。

２．農地売買に係る届出・許可申請・登記等の手
続きは、公社が行います。

３．公社に売り渡した場合、譲渡所得税の特別控
除が８００万円（買入協議が成立した場合には
１,５００万円）まで受けられます。

４．農地の代金は、すみやかに支払います。

事業が適用になると…

１ 農用地を貸しても農地
法の許可はいりません。
２ 貸した農地は期間が
くれば離作料を支払う
ことなく必ず返ってき
ます。利用権の再設定
として、継続して貸す
こともできます。
３ 不在地主でも小作地
が所有できるので安心
です。

■貸し手のメリット

１ 経営規模拡大が図れ
ます。

２ 農用地を借りても農
地法の許可はいりま
せん。

３ 賃借期間中は安心し
て耕作ができます。利
用権の再設定により
継続して借りる事が
できます。

■借り手のメリット

くわしくは、農業委員会へ　☎くわしくは、農業委員会へ　☎6363--11111111（内（内271, 273271, 273））
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明日の農業を築くために明日の農業を築くために  ～要望書提出～～要望書提出～

「潮来市土砂等による土地の埋め立て、盛土及びたい積の規制に関する条例」
　の一部改正について など５項目を要望

～潮来市農林施策に関する要望書を提出～
　平成 19 年 11 月 7 日、額賀会長をはじめとする農業委員会は、 田千春市長と高塚直議長へ「平成
20年度潮来市農林施策に関する要望書」を提出しました。
　この要望書は、農業者の声を広く市政に反映させるために、地域農業者の代表者である農業委員よ
り意見、要望事項をまとめ平成 19 年 10 月 25 日開催の農業委員会全員協議会で協議し決定されたもの
です。

　　　 ５項目は次のとおりです。

１．「潮来市土砂等による土地の埋め
立て、盛土及びたい積の規制に関す
る条例」の一部改正について（農地
への適用）
２．遊休農地の解消に向けた支援について
３．担い手・経営政策に関して
４．認定農業者等の育成支援について
５．農業委員会の運営について

農地転用ってなに？

　農地転用は、農地に住宅の建築を行ったり、駐車
場や資材置場などにしたりと、農地を耕作以外の用
途に変更することをいいます。

農地転用は許可が必要？

　農地転用をするには農地法第四条又は農地法第五
条の許可が必要です。一時的に農地を駐車場などに
転用する場合も許可が必要です。ただし、市街化区
域内の農地はあらかじめ農業委員会に届出を行えば
許可の手続きは要しないことになっています。

農地法第四条と第五条の違いは？

　農地法第四条は農地の所有者自らが農地転用を行
う場合で、農地法第五条は農地の所有者から農地を
買ったり、借りたりして農地転用を行う場合に必要
な許可です。

農地改良ってなに？

　農地改良とは、田を畑に転換したり、低地で水は
けの悪い畑等に土を入れ利用度を高め、農業経営の
合理化と有効利用を図るものを言います。

農地改良の手続き

　農業委員会への届出が必要です。場合によっては
一時転用扱いとなります。事前にご相談ください。

農地改良は自らの意志で行いましょう

　工事中や工事後のトラブルは土地所有者である
「あなた」が解決しなければなりません。
　業者まかせにせず、使用する土が良質かどうか、

なくそう農地の無断転用～農地法に基づく手続き～

工事が計画書のとおり施工されているか等必ず確認
しましょう。

農地改良後について

　農地改良後に農作物の作付けがされず、雑草が繁
茂している農地が見受けられます。
※ 農地改良後は作付けを行い、有効に利用してく
ださい。

どんな農地が対象？

　すべての農地が対象となります。地目が農地であ
れば、耕作されていなくても農地として扱われます。
　また、地目が農地以外でも、耕作の用に供されてい
る（肥培管理されている）土地は農地とみなされます。

許可は誰がするの？

　四ヘクタール以下の農地転用は県知事、四ヘク
タールを超える場合は農林水産大臣が許可します。

許可申請の手続きは？

　申請は農業委員会に提出します。農業委員会では、
受付けられた申請の内容を審査し、県知事に送付し
ます。そして、県知事がそれぞれの申請に対し、個
別に許可か不許可を判断します。

農地を無断で転用したら？

　許可を受けないで無断転用や埋立てをした場合や
許可を受けても許可どおりに転用（利用）しない場
合は、県知事による工事の中止や原状回復命令が発
せられる場合があります。これに従わないと三年以
下の懲役又は三百万円以下の罰金に処されます。

議長へ提出

市長へ提出
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お申し込みは、農業委員会へどうぞ（☎63-1111 内線271,273）

農業委員会総会日程

　農地法の許可申請等は、毎月次の日程
で行われています。

締 　 切 　 日 毎月 10日
農地農政相談日 随　　　時
現 地 調 査 日 毎月 18日
総 　 会 　 日 毎月 25日

※土曜・日曜・祭日等と重なるときは、変更になります。

　「全国農業新聞」で

　　 一歩進んだ農業経営と豊かな家庭を！

発行日／毎週金曜日　　購買料／月 600 円

農 業 情 報 が 満 載！
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

農
業
委
員
も
改
選
し
て
一
年
が
た
ち
ま

し
た
。
昨
年
は
、
環
境
問
題
や
油
の
値
上

が
り
な
ど
、
先
の
見
え
な
い
中
、
地
球
温

暖
化
に
よ
り
四
国
の
み
か
ん
産
地
で
は
み

か
ん
の
表
皮
が
焼
け
た
り
変
形
し
６
割
位

減
収
し
た
と
の
事
で
す
。
米
価
も
下
が
る

一
方
で
、
安
定
し
た
農
業
が
見
え
な
い
昨

今
で
す
が
、
農
業
委
員
会
で
は
長
年
に
わ

た
り
取
り
組
ん
で
き
た
農
地
の
違
反
問
題

が
解
決
を
見
た
事
、
ま
た
遊
休
農
地
解
消

の
一
環
と
し
て
菜
花
や
コ
ス
モ
ス
を
植
え
、

各
県
か
ら
視
察
団
が
来
る
様
に
な
っ
た
事

な
ど
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
潮
来
産
ブ
ラ
ン
ド
米
の
様
に
安
全
・

安
心
な
農
作
物
を
地
元
か
ら
数
多
く
提
供

出
来
る
様
、
郷
土
や
自
然
環
境
に
配
慮
し

農
地
の
番
人
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
49
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
御
礼
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
情
報
や
要
望
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
や
事
務
局
に
ご
一

報
下
さ
い
。（
草
野
）

委

員

長  　

秋　

永　

三　

男

副
委
員
長  　

辻　
　
　

慶　

壽

委　
　

員  　

橋　

本　

秀　

男

委　
　

員  　

郡　

司　

勝　

美

委　
　

員  　

吉　

川　

光　

一

委　
　

員  　

鴇　

田　
　
　

学

委　
　

員  　

草　

野　

登
美
雄

◇

広

報

委

員

会

◇

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分
）

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分
）

8
月
8
日

茨
城
県
農
業
会
議
定
例
総
会
、

農
政
活
動
推
進
本
部
代
議
員

総
会
、
農
委
会
会
長
・
事
務

長
会
議
（
水
戸
）

20
日

農
地
部
会

21
日
「
い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員
の
会
」

定
例
総
会
、
常
任
会
議
（
水
戸
）

常
任
会
議
・
女
性
農
業
委
員
視

察
研
修
会
（
横
浜
市
）
〜
22
日

27
日

耕
作
放
棄
地
実
態
調
査
研
修

会
、８
月
総
会
、
運
営
委
員
会

31
日

千
葉
市
農
委
会
視
察
団
来
庁

9
月
5
日

農
政
対
策
専
門
委
員
会
（
水

戸
）

18
日

常
任
会
議
員
会
議
（
水
戸
）、

農
地
部
会

23
日

潮
来
市
戦
没
者
慰
霊
祭

25
日

市
長
と
ど
こ
で
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

９
月
総
会
、
運
営
委
員
会

26
日
「
全
国
農
業
者
新
聞
」・「
農
業
者

年
金
」
普
及
推
進
〜
11
月
20
日

27
日
「
平
成
20
年
度
国
・
県
農
業

施
策
」
の
県
知
事
へ
の
要
望

書
提
出

10
月
1
日

行
方
地
域
協
議
会
視
察
研
修

会
（
東
京
）
〜
２
日

5
日

農
委
会
会
長
・
事
務
長
会
議
、

「
情
報
事
業
重
点
農
委
会
」

会
長
・
事
務
長
会
議

6
日

コ
ス
モ
ス
祭
り（
餅
つ
き
等
）

9
日

耕
作
放
棄
地
実
態
調
査
（
市

内
全
域
）
〜
31
日

16
日

常
任
会
議
員
会
議
（
水
戸
）

17
日

行
方
地
域
農
業
振
興
協
議
会

幹
事
会
（
行
方
市
）

18
日

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
潮
来
地
区
）

25
日

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
牛
堀
地
区
）、

運
営
委
員
会
、「
か
わ
ち
米
」
試

食
会
、
10
月
総
会
、
農
政
部
会

30
日

真
壁
郡
市
農
委
会
長
協
議
会

視
察
団
来
庁

11
月
1
日

農
委
会
全
体
研
修
会
（
新
潟

県
南
魚
沼
市
）
〜
２
日

7
日

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
の
要
望

12
日

広
報
委
員
会

16
日

常
任
会
議
員
会
議
（
水
戸
）

19
日

農
地
部
会
、
運
営
委
員
会
、

農
政
部
会
並
び
に
認
定
農
業

者
合
同
研
修
会

26
日

11
月
総
会
、
行
方
地
域
協
議

会
全
体
研
修
会

28
日

茨
城
県
選
出
衆
・
参
国
会
議

員
へ
の
独
自
要
請
集
会
、
全

国
農
委
会
会
長
代
表
者
集
会

（
東
京
）

29
日

埼
玉
県
富
士
見
市
農
委
会
視

察
団
来
庁

12
月
12
日

広
報
委
員
会

14
日

農
地
部
会

17
日

常
任
会
議
員
会
議
（
水
戸
）

20
日

い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員
現

地
視
察
研
修
会
（
常
総
市
）

21
日

12
月
総
会

28
日

御
用
納
め

1
月
4
日

御
用
始
め

選
挙
人
名
簿
受
付
（
４
日
〜

10
日
）

16
日

常
任
会
議
員
会
議
（
水
戸
）

18
日

農
地
部
会

25
日

１
月
総
会

身　近　な　話　題

事事  

業業  

予予  

定
（
平
成

定
（
平
成
2020
年
）
年
）

静
か
な
ブ
ー
ム
「
丹
波
黒
豆
オ
ー
ナ
ー
制
」

　

３
年
前
に
始
ま
っ
た
黒
大
豆
オ
ー
ナ
ー
制

が
静
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
る
。
１
区
画

30
株
で
10
月
か
ら
自
由
に
収
穫
し
枝
豆
、
正

月
は
煮
豆
（
黒
豆
）、
１
年
後
に
は
味
噌
と
し

て
楽
し
め
る
。
普
通
の

1.5
倍
大
で
何
よ
り
コ

ク
が
あ
る
。
味
噌
は
沖

縄
奄
美
の
塩
と
地
元

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ

た
う
え
本
来
の
味
噌

づ
く
り
工
法
で
仕
込

ん
だ
本
物
の
こ
だ
わ

り
。
今
年
の
秋
は
是
非

オ
ー
ナ
ー
に
…
。

安
全
・
安
心
「
お
ふ
く
ろ
亭
」
好
調

　

昨
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
の

「
お
ふ
く
ろ
亭
」
は
、
そ
の
後
リ
ピ
ー
タ
ー

も
増
え
県
内
外
多
く
の
方
々
に
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
地
元
の

お
米
と
野
菜
に
こ
だ

わ
っ
た
時
季
の
食
材

を
使
い
手
作
り
の
メ

ニ
ュ
ー
が
毎
日
約
25

種
類
。
地
元
の
食
材

を
地
元
の
主
婦
の
味

付
け
で
、
お
正
月
メ

ニ
ュ
ー
を
揃
え
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
…
。


